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今
年
は
、
金
光
教
が
神
道
本
局
か

ら
独
立
し
て
、
百
年
と
い
う
年
を
迎

え
ま
す
。

　
金
光
教
本
部
で
は
、
六
月
十
日
、

十
一
日
に
そ
の
記
念
祭
が
仕
え
ら
れ

ま
す
。

　
金
光
教
は
、
明
治
三
十
三
年
の
一

教
独
立
か
ら
、
そ
の
後
の
社
会
的
影

響
は
い
ろ
い
ろ
に
受
け
て
き
ま
し
た

が
、
戦
後
、
新
憲
法
「
政
教
分
離
、

信
条
・
信
教
の
自
由
」
の
公
布
を
受

け
て
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら
、
教
祖

生
神
金
光
大
神
（
以
下
、
教
祖
様
）

の
信
心
を
謙
虚
に
学
ば
し
て
も
ら
お

う
と
「
御
取
次
成
就
信
心
生
活
運

動
」
が
始
ま
り
、
昭
和
二
十
八
年
に

は
「
ご
伝
記
・
金
光
大
神
」
が
刊
行

に
な
り
、
教
祖
様
の
信
心
の
素
晴
ら

し
さ
が
、
時
代
を
超
え
て
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
否
、
教
祖
様
の
信
心
が
あ
ま
り
に

も
素
晴
ら
し
く
、
奥
が
深
い
信
心
で

あ
っ
た
が
た
め
、
金
光
教
の
信
奉
者

は
、
そ
の
信
心
を
学
ぶ
こ
と
に
没
頭

　　

し
、
外
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
な

い
と
い
う
事
態
に
至
り
ま
し
た
。

　
そ
の
反
省
か
ら
、
教
祖
様
の
信
心

を
、
よ
り
基
本
的
に
理
解
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
金
光
教
教
典
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
教
祖
様
の
信
心
内
容

は
、
金
光
教
を
信
奉
す
る
人
達
だ
け

を
救
済
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
時
代
社
会
を
超
え
て
、
天
地
金

乃
神
様
を
現
し
続
け
て
世
界
の
人
を

助
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
金

光
教
信
奉
者
は
、
そ
の
神
の
願
い
を

現
す
こ
と
を
願
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

解
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
、
神
様
を
祭
る
奉
斎
様

式
、
儀
式
・
服
制
・
拝
詞
な
ど
を
整

え
、
布
教
す
る
教
団
・
教
会
を
目
指

し
て
平
成
十
年
七
月
金
光
教
教
規
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
始
め
て
の
取
り
組
み
が
、
教

団
独
立
百
年
で
あ
り
ま
す
。

　
教
団
で
は
教
務
セ
ン
タ
ー
（
教

区)

・
教
会
連
合
会
と
連
携
し
て
、

独
立
百
年
祭
の
意
味
を
高
め
る
た
　

　

め
、
全
国
各
地
で
奉
迎
行
事
が
仕
え

ら
れ
ま
す
。

　
北
海
道
教
区
で
は
、
教
区
全
体
で

の
活
動
は
行
わ
ず
、
教
会
連
合
会
に

そ
の
活
動
を
委
ね
ま
し
た
。

　
道
東
地
区
教
会
連
合
会
で
は
、

「
教
会
巡
教
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
四
ペ
ー
ジ
に
、
日
程
な
ど
、
予
定

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
都
合
付

け
ら
れ
ま
し
て
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。道

東
地
区
各
教
会
の

天
地
金
乃
神
大
祭
日
程

▼
滝
上
教
会
　
四
月
　
九
日

▼
十
勝
教
会
　
四
月
十
六
日

▼
帯
広
教
会
　
四
月
二
三
日

▼
北
見
教
会
　
五
月
　
三
日

▼
釧
路
教
会
　
五
月
二
一
日

▼
網
走
教
会
　
五
月
二
八
日

滝
上
教
会
、
十
勝
教
会
は
午
前

十
一
時
祭
典
執
行
。

帯
広
、
北
見
、
釧
路
、
網
走
の

各
教
会
は
午
前
十
一
時
三
十
分

祭
典
執
行
。

道
東
地
区
教
会
連
合
会
長
　
江
郷
繁
樹

語
り
と
映
像

︱
聴
く
・
見
る
・
話
す
︱
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帯
広
教
会

帯
広
市
東
四
条
南
八
丁
目
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

池
田
町
旭
町
一
丁
目
九
番
地
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
二
三
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
四
二
一
三

十
勝
教
会

北
見
市
寿
町
三
丁
目
五
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

北
見
教
会

滝
上
教
会

紋
別
郡
滝
上
町
元
町
士
別
通
り

お
正
月
の
三
日
、
皆
さ
ん
が
寄
り

合
い
、
神
様
に
お
礼
申
し
た
あ

と
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
「
―
前
・
中
略
―
。
教
会
も
い

た
ん
で
小
修
理
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
こ
の
春
、
下
水
道
が
入
り
ま

す
。
ト
イ
レ
は
水
洗
に
し
な
く
と

も
、
下
水
道
を
つ
な
ぐ
費
用
が
入

り
よ
う
で
す
。
少
人
数
で
も
、
今

ま
で
、
先
代
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
続
け
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
思
う

と
、
出
来
る
限
り
仲
良
く
金
光
教

滝
上
教
会
の
維
持
に
務
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
―
後
略
―
」
と

い
う
、
お
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

教
会
長
と
し
て
は
、
胸
の
篤
く
な

る
の
を
覚
え
、
た
だ
た
だ
神
様
に

お
礼
を
申
し
上
げ
、
願
い
成
就
の

お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
教
会
に
お
参
り
し
て
い
る
清
水

美
知
江
さ
ん
が
、
短
歌
会
に
入
っ

て
い
て
、
昨
年
の
六
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

昼
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
出
ま
し
た
。

滝
上
公
園
の
芝
桜
祭
を
放
映
し
た

(

残
念
な
が
ら
雨
模
様
で
し
た)

も
の

で
す
が
、
短
歌
会
の
方
々
が
即
興

　

の
短
歌
を
作
り
、
『
花
に
酔
ひ
　

人
に
よ
ひ
た
る
　
数
日
を
　
憩
へ

と
い
は
む
か
　
細
き
雨
降
る
』
と

詠
ま
れ
ま
し
た
。

金
光
様
の
信
心
を
し
て
い
る
方
々

が
、
一
人
ひ
と
り
、
神
様
か
ら
頂

い
て
い
る
生
命
を
、
生
き
生
き
と

生
き
て
い
る
姿
は
、
嬉
し
い
も
の

で
す
ね
。

四
月
九
日
「
天
地
金
乃
神
大
祭
、

教
団
独
立
百
年
・
教
会
巡
教
」
楽

し
み
で
す
。

　
十
勝
教
会
で
は
、
二
月
十
一
日

に
行
わ
れ
た
信
徒
総
会
で
信
徒
会

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
は
和
崎
光
治
さ
ん
、
副
会

長
に
は
大
畠
昭
一
さ
ん
、
三
浦
弘

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
新
し

い
役
員
体
制
で
の
信
徒
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
教
団
独
立
百
年
記
念
祭
へ
の
団

体
参
拝
は
、
大
変
多
く
の
方
々
の

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

教
祖
様
か
ら
つ
づ
く
金
光
様
の
お

広
前
に
参
拝
で
き
る
こ
と
を
皆
楽

　

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参

拝
後
に
は
、
神
戸
、
淡
路
島
へ
の

観
光
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
三
月
以
降
の
十
勝
教
会
の
行
事

予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
三
月
二
十
日
　
春
季
霊
祭

▼
四
月
　
一
日
　
勧
学
祭

▼
四
月
十
六
日
　
天
地
金
乃
神
大

　
祭
、
祭
典
後
教
団
独
立
百
年
記

　
念
教
会
巡
教

▼
六
月
三
十
日
　
上
半
期
感
謝
祭

▼
八
月
十
六
日
　
教
会
創
立
記
念

　
祭
・
布
教
功
労
者
報
徳
祭

▼
九
月
二
三
日
　
秋
季
霊
祭

▼
十
一
月
十
九
日
　
生
神
金
光
大

　
神
大
祭

▼
十
二
月
三
一
日
　
越
年
感
謝
祭

　
ま
た
、
日
時
は
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
信
徒
会
に
よ
る
境
内
清

掃
や
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
検

討
事
項
で
あ
り
ま
し
た
、
信
徒
会

役
員
の
任
期
も
教
会
連
合
会
の
役

員
の
任
期
の
関
係
か
ら
二
年
か
ら

三
年
に
変
更
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
年
度
活
動
内
容
は
、
今
年

は
教
団
独
立
百
年
と
い
う
お
年
柄

で
あ
り
、
本
部
参
拝
の
件
や
百
年

記
念
折
り
鶴
作
成
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
本
部
参

拝
で
き
な
く
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
で
家
族
が
そ
ろ
っ
て
折
り
鶴

を
作
成
す
る
こ
と
で
百
年
を
祝
う

と
い
う
こ
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
百
年
記
念
教
会
巡
教
ビ
デ
オ

鑑
賞
に
つ
い
て
も
説
明
を
し
、
参

加
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
教
会
恒
例
行
事
と
し
て
教
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
地
方
に
も

遠
征
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
も

検
討
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
二
月
十
三
日
信
徒
会
総
会
が
行

わ
れ
、
信
徒
会
、
婦
人
部
の
平
成

十
一
年
度
の
活
動
内
容
と
決
算
等

　

　
教
会
活
動
、
信
徒
会
活
動
と
も

に
毎
年
同
じ
様
な
行
事
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
教
団
独

立
百
年
記
念
祭
に
よ
り
多
く
の
方
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釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
六
一

釧
路
教
会

網
走
市
北
四
条
西
一
丁
目
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

網
走
教
会

が
参
拝
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
、

先
生
、
役
員
、
信
者
の
方
々
が

願
っ
て
新
年
を
迎
え
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
団
体
参
拝
に
つ
い
て
は
、
田
代

さ
ん
が
昨
年
よ
り
色
々
と
準
備
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
団
体
参
拝
の

願
い
の
一
つ
と
し
て
、
教
祖
様
の

奥
城
に
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
日
ま
で
の
お
礼
と
祈
念
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
ま
た
教
主
金
光
様

の
お
出
ま
し
を
お
迎
え
し
、
金
光

様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
あ
り
が

た
さ
を
思
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
北
見
教
会
の
年
間
行
事
は
次
の

通
り
で
す

一
月
一
日
　
　
元
旦
祭
　
〇
時

一
月
二
三
日
　
月
例
祭
後
新
年
会

二
月
二
七
日
　
月
例
祭
後
教
会
長

　
　
　
　
　
　
先
生
誕
生
会
　

三
月
二
六
日
　
春
季
霊
祭
・
教
団

　
　
　
独
立
百
年
記
念
教
会
巡
教

四
月
二
日
　
　
勧
学
祭

五
月
三
日
　
　
天
地
金
乃
神
大
祭

六
月
十
一
日
　
教
団
独
立
百
年
記

　
　
　
　
　
　
念
祭
参
拝

六
月
三
十
日
　
半
年
感
謝
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
七
時

八
月
二
七
日
　
月
例
祭
後
教
会
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
焼
き
肉
パ
ー

　

テ
ィ
ー
）

九
月
二
三
日
　
秋
季
霊
祭

十
一
月
三
日
生
神
金
光
大
神
大
祭

十
二
月
三
一
日
　
越
年
感
謝
祭
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
十
一
時

　
毎
年
除
雪
が
大
変
で
除
雪
機
の

御
用
を
願
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

お
か
げ
を
い
た
だ
い
て
昨
年
冬
よ

り
活
躍
中
で
す
。
今
年
は
近
年
に

な
く
雪
が
多
く
除
雪
機
も
大
活
躍

し
て
お
り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。

経
過
　
新
年
、
元
日
祭
が
十
時
三

十
分
に
仕
え
ら
れ
る
。
今
年
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
二
千
年
問
題
が

あ
っ
た
た
め
か
、
家
族
連
れ
で
参

拝
出
来
な
か
っ
た
家
族
が
多
く
、

参
拝
者
は
百
名
を
切
り
減
少
し

た
。
そ
の
後
、
ぼ
つ
ぼ
つ
夕
方
ま

で
参
拝
者
が
続
い
た
。
祭
典
終
了

後
は
、
恒
例
の
お
餅
・
御
神
酒
を

頂
き
な
が
ら
、
麻
雀
ゲ
ー
ム
な
ど

楽
し
ん
だ
。
▼
一
月
三
〇
日
信
徒

会
総
会
。
こ
の
数
年
参
加
者
が
減

り
続
け
て
い
て
五
〇
名
前
後
の
参

　

加
。
前
年
度
の
経
過
、
今
年
度
の

予
定
、
決
算
と
予
算
の
承
認
な

ど
、
原
案
ど
お
り
賛
意
を
得
て
終

了
。
新
年
会
は
恒
例
の
信
心
福
引

き
で
盛
り
上
が
る
。

今
後
　
三
月
十
二
日
「
教
団
独
立

百
年
記
念
・
教
会
巡
教
」
。
「
講

演
」
と
「
映
画
『
い
の
ち
の
詩
・

聴
か
せ
て
』
」
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
▼
三
月
二
〇
日
「
春
季
霊

祭
」
。
▼
三
月
末
日
ま
で
「
教
団

独
立
百
年
祭
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
折

鶴
で
教
旗
」
の
折
鶴
を
作
成
、
発

送
す
る
。
▼
五
月
二
一
日
「
天
地

金
乃
神
大
祭
」
。
▼
六
月
三
日
・

月
例
祭
を
奉
仕
し
て
、
十
日
「
教

団
独
立
百
年
祭
」
に
、
本
部
団
体

参
拝
出
発
、
十
四
日
帰
釧
の
予

定
。

　
昨
年
都
合
に
よ
り
開
催
中
止
と

な
っ
た
「
子
供
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
」
も
役
員
会
で
賛
同
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
今
年
か
ら
ネ
ー
ミ
ン

グ
を
変
更
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
変
喜
ば
し
く
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
ネ
ー
ミ
ン

グ
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
新
教
会
長
と
な
っ
て
以
来
、
ご

大
祭
の
日
程
が
定
ま
っ
て
お
ら

ず
、
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
以
前
は
、
五
月
・
十
月

の
二
十
八
日
に
固
定
さ
れ
て
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
と
日
曜
日
に
持
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
の
二
つ
の
条

件
を
考
え
て
、
今
年
か
ら
は
、
二

十
八
日
の
前
後
の
最
も
近
い
日
曜

日
に
ご
大
祭
を
お
迎
え
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
隣
接
の
皆
さ
ん

に
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
な
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
　

　
網
走
に
も
コ
ピ
ー
機
が
！

二
月
に
信
徒
会
で
コ
ピ
ー
機
を
購

入
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
文
書
布
教
の
充
実
・
展

開
を
願
っ
て
、
有
効
に
活
用
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
末
の
役
員
会
で
、
今
年
の

活
動
計
画
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
三
月
の
教
会
巡
教
や

六
月
の
団
体
参
拝
な
ど
教
団
独
立

百
年
の
記
念
行
事
が
目
白
押
し
！

楽
し
み
で
す
。



金光教道東地区連合会・会報　３号　発行 2000年 3月 -４ -

道
東
地
区
教
会
連
合
会
事
務
所
　
〒
〇
八
五
―
〇
八
三
三
　
釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
　
金
光
教
釧
路
教
会

　
道
東
地
区
教
会
連
合
会
で
は
、
教
団
独
立
百

年
を
迎
え
る
に
先
立
っ
て
、
教
団
独
立
百
年
の

「
意
義
と
喜
び
」
を
共
有
す
る
た
め
、
『
教
会

巡
教
』
を
実
施
し
ま
す
。

テ
ー
マ

『
語
り
と
映
像
　
ー
聴
く･
見
る･

話
す
ー
　
』

　
・
講
題
『
教
団
独
立
百
年
の
意
義
と
喜
び
』

　
　
講
師
　
釧
路
・
北
見
＝
田
中
東
作
師

　
　
　
　
　
帯
広
・
滝
上
＝
玉
置
徳
衛
師

　
　
　
　
　
網
走
・
十
勝
＝
江
郷
繁
樹
師

　
・
ビ
デ
オ
（
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）

で
、
『
い
の
ち
の
詩
　
聞
か
せ
て
』
を

見
る
「
『
い
の
ち
の
詩
　
聞
か
せ
て
』

〈
河
崎
義
裕
監
督
（
東
宝
）
に
依

頼
〉
」
は
、
教
団
独
立
百
年
を
記
念
し

て
、
制
作
し
て
い
る
映
像
ソ
フ
ト
で
、

昨
年
暮
れ
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
・
参
加
者
み
ん
な
で
話
し
合
う

　
日
　
時

日
程
は
、
下
記
の
と
お
り

　
主
　
催

金
光
教
道
東
地
区
教
会
連
合
会

教
団
独
立
百
年
記
念
教
会
巡
教

釧
路
教
会
　
三
月
十
二
日
十
二
時
三
十
分
か
ら

　
講
話
・
講
師
　
帯
広
教
会
長
・
田
中
東
作
師

　
映
画
　
十
三
時
一
〇
分
〜
　
懇
談
　
一
五
時
頃
終
了

網
走
教
会
　
三
月
十
九
日
十
三
時
か
ら

　
日
程
　
十
三
時
春
季
霊
祭
〜
あ
と
講
話

　
講
話
・
講
師
　
釧
路
教
会
長
・
江
郷
繁
樹
師

　
映
画
　
十
四
時
一
〇
分
〜
　
懇
談
　
十
六
時
頃
終
了

北
見
教
会
　
三
月
二
十
六
日
十
三
時
か
ら

　
日
程
　
十
三
時
春
季
霊
祭
〜
あ
と
講
話

　
講
話
・
講
師
　
帯
広
教
会
長
・
田
中
東
作
師

　
映
画
　
十
四
時
〜
　
懇
談
　
十
五
時
三
〇
分
頃
終
了

帯
広
教
会
　
四
月
二
日
十
三
時
三
十
分
か
ら

　
日
程
　
一
三
時
三
〇
分
勧
学
祭
〜
あ
と
講
話

　
講
話
・
講
師
　
十
勝
教
会
長
・
玉
置
徳
衛
師

　
映
画
　
一
四
時
三
〇
分
〜
　
懇
談
　
十
六
時
頃
終
了

滝
上
教
会
　
四
月
九
日
十
一
時
よ
り

　
日
程
　
十
一
時
大
祭
・
霊
祭
〜
あ
と
講
話

　
講
話
・
講
師
　
十
勝
教
会
長
・
玉
置
徳
衛
師

　
映
画
　
十
二
時
四
十
分
〜
　
直
会
　
十
四
時
頃
終
了

十
勝
教
会
　
四
月
十
六
日
十
一
時
よ
り

　
日
程
　
十
一
時
大
祭
〜
あ
と
講
話

　
講
話
・
講
師
　
釧
路
教
会
長
・
江
郷
繁
樹
師

　
映
画
　
十
二
時
〜
　
　
　
　
直
会
　
十
五
時
頃
終
了

　
金
光
教
本
部
広
前
で
は
、
平
成
十
二
年

六
月
十
日
と
十
一
日
に
、
教
団
独
立
百
年

祭
が
仕
え
ら
れ
ま
す
。

　
祭
典
に
先
立
っ
て
、
次
の
行
事
が
予
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
加
く
だ
さ
い
。

六
月
十
日
　
十
八
時
三
十
分
〜
二
一
時

教
団
独
立
百
年
記
念
「
歓
び
の
集
い
」

会
場
　
本
部
広
前
祭
場

第
一
部
　
教
団
独
立
百
年
を
演
出
す
る

　
　
　
　
・
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当

第
二
部
　
信
奉
者
有
志
の
演
出

＊
祭
場
・
廊
下
部
分
で
お
茶
、
屋
台
サ
ー

　
ビ
ス
。(

各
教
区
・
協
賛
　
御
神
酒
サ
ー

　
ビ
ス)

六
月
十
一
日

三
時
五
〇
分
　
教
主
金
光
様
、
本
部
広
前

　
　
　
　
　
　
会
堂
に
お
出
ま
し

五
時
十
五
分
　
朝
の
集
会
　
青
年
教
師
に

　
　
　
　
　
　
よ
る
教
話
（
修
徳
殿
）

九
時
三
五
分
　
教
団
独
立
百
年
記
念
曲
・

　
　
　
　
　
　
吉
備
舞
奉
納

一
〇
時
　
　
　
教
団
独
立
百
年
記
念
祭

十
一
時
　
教
団
独
立
百
年
全
教
集
会

＊
祭
典
の
行
わ
れ
る
祭
場
は
、
昭
和
三
四

年
に
建
て
ら
れ
、
一
階
の
総
面
積
約
二

千
坪
。
当
時
、
東
洋
一
と
も
言
わ
れ

た
。 教

団
独
立
百
年
祭


